
組立前に下記の部材・部品が揃っているかご確認下さい。

※ご用意頂く工具 … プラスドライバー　部材・部品一覧

「スチール収納庫（Lサイズ）」
組立取扱説明書

組立時のご注意 安全確保のため必ず守ってください

使用上のご注意

使用後のお手入れと保管のしかた

安全確保のため必ず守ってください

Lサイズ
外形寸法

重 量

約 幅1530×奥行793×高さ1530mm

約 59.3kg

材 質 亜鉛メッキ鋼板 / 板厚（約0.5mm） / 静電塗装

棚 板 4枚

この度は、弊社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
この取扱説明書は、本製品の使い方と使用上の注意事項について記載しております。
ご使用前には必ず、この取扱説明書をよくお読みいただき内容に従って正しくお使いください。
また、お読みになった後も、この取扱説明書をすぐ取り出せる所へ大切に保管してください。
本製品の仕様は予告なく変更する場合があります。あらかじめ、ご了承ください。
本書に記載している内容をお守りいただけずに発生するケガや破損については一切の責任を負いかねますので、
あらかじめご了承ください。

●本体汚れの場合は柔らかい布やスポンジで薄めた中性洗剤を付けて、拭き取ってください。その後、乾いた布などで水気を完全に
拭き取ってください。
●みがき粉、アルカリ洗剤、ベンジン、アルコール、シンナーなどを使用しないでください。キズ、変色、変質の原因になります。

●組立は、必ず2人以上で行ってください。
●組立の際は、保護手袋を着用して、ケガ等に注意してください。
●組立時は必ず仮締めを行ってから組み立ててください。
●組立の際は、インパクトドライバーを使用しないでください。
製品が破損してケガ等の原因になります。

●組立の際は、平らな場所でシート等を敷いて行ってください。

●組立の際は、幼いお子様をそばに近づけないでください。小
さな部品などを誤飲する恐れがあります。

●最後にネジがしっかりと締まっていることを確認してからご
使用ください。

※組立中のケガ・事故に関しては、一切の責任を負いかねます。

●開閉の際に、手を挟まないようにご注意ください。
●本製品は家庭用製品です。業務用製品ではありません。
●必ず水平で安定した場所でご使用ください。
●本製品は防水タイプではありません。
●本製品を分解改造しないでください。
●本製品を移動させる場合は、引きずったりしないでください。
中のものを全て出して、棚板上には何も載せないでください。
破損など事故の原因になります。

●床がビニール製、タイル、鉄板などの場合は滑りやすく、また
傷がつきやすいのでご注意ください。
●お子様が本製品の中に入って遊んだりしたりしないようにご注
意ください。思わぬ事故の原因になることがあります。
●物を入れる際は1箇所に集中せず、バランスよく入れてください。
また重たい物を勢いよく入れないでください。製品が破損して
ケガ等の原因になります。
●本製品を火気のそばで使用しないでください。
●鋭利な刃物や表面ザラザラなモノ等で、製品にキズ付けないでく
ださい。

●直射日光が当たったり、雨ざらしの場所などで使用されますと、
変色や劣化等の原因になりますので、日陰や軒下でのご使用を
お勧めします。
●危険ですので、屋根の上には物を置かないでください。

●夏場にご使用の際は製品表面温度が上がり、やけどや物の破損に
繋がる恐れがあります。特にお子様やご年配の方がいらっしゃる
場合はご注意ください。

●落下による製品の凹み、変形にご注意ください。また、設置す
る際は壁面等の接触に十分にご注意ください。製品にキズ、凹
みの原因になります。
●長期間使用されるとボルトやネジに緩みが発生し、ぐらつくこ
とがあります。定期的に点検し、締め直してください。

●天災等不可抗力、不当修理、改造による事故・破損に対する補
償等は致しかねます。

●地面や壁面への固定について、穴をあけるなどは使用者の自己判
断、自己責任にてお願い致します。固定したこと、又は固定後
の使用による壁面などの破損については責任を負いかねます。

●転倒防止金具は必ず取り付けて下さい。取り付けの際にはワイヤ
ー等（市販品）を使用し、建物の壁や柱等に固定して下さい。転
倒などによる本体や使用者、周囲の物品への損壊などの責任は
負いかねます。

●変形や異常がある場合は使用せず、お住まいの自治体のルールに
従って廃棄してください。包装資材も お住まいの自治体のルー
ルに従って廃棄してください。
●お客様の不注意によるけがややけど、商品破損については一切責
任を負いかねます。予めご了承ください。
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①天板 ⑦棚板

②側面板 左 ⑧支柱

③側面板 右 ⑨底板

④背面板 左 ⑩扉 左

⑤背面板 右 ⑪扉 右

1pcs⑫背面板 中⑥上部レール
A. ネジ B. ボルト C. ボルト隠し

D. 取手 E. カギ F. 棚板フック

G. L字金具 H. 固定金具 J. 扉クッション



【完成図】
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組 立 手 順 使用上のご注意 ●塗装粉などが本製品に付着していることがあり、衣服などを汚す恐れがございますので、ご使用前に雑巾などで良く拭き取ってからご使用ください。
●本製品は必ず水平が保てる場所に設置してください。不安定な場所で使用すると転倒して、ケガや破損の原因となります。
●火気の近くでのご使用は絶対にしないでください。加熱により火災・変形の原因となります。
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②側面板 左、⑨底板を下の図のように置き、
B.ボルト2本で仮締めをする。
同様に反対側に③側面板 右を仮締めする。

①天板の向きに気を付けのせ、図の通り内側からA.ネジで11カ所固定し、J.扉クッションを取り付ける

⑩扉 左から先にレールにはめ込み、取り付け
次に⑪扉 右を取り付ける

本体側面にはG. L字金具 固定用ネジ穴が前後8カ所ありますので必要に応じてご使用ください。
天板側面後部にH.転倒防止金具を取り付けてください。

⑦棚板を取り付けたい段にF.棚板フックを取り付け
棚板をのせる

⑩扉 左、⑪扉 右にD.取手を取り付け、
⑪扉 右にはE.カギも取り付ける

　  に⑥上部レールを内側から当ててB.ボルト
各2本で②、③と固定し、　  で仮締めした箇所を
本締めする。

　  を⑨底板が下になるように立て、④背面板 左
⑤背面板 右、⑫背面板 中をA.ネジで計18ヵ所を固定。

※A.ネジはあまり強く締め過ぎないで下さい。 ※A.ネジはあまり強く締め過ぎないで下さい。

※A.ネジはあまり強く締め過ぎないで下さい。

※⑧支柱を①天板 裏の穴に
　差し込みA.ネジで固定

各カ所２個ずつ
取り付ける

⑧支柱を⑨底板とA.ネジ 2カ所で固定。
下図の通り４カ所をA.ネジで固定。
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〇の位置の切り欠きに扉上部のローラーを
逃がしローラーをレールにのせる
〇の位置の切り欠きに扉上部のローラーを
逃がしローラーをレールにのせる
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※通気性確保のため、上図のように６カ所
　下にブロックを置くことをおすすめします。
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CはBの本締め後に
取り付ける注意
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背面板 組みつけ参考 （上から見た断面図）
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穴が開いている方が背面です
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※戸当たり部と扉の間に隙間ができる場合、底板の水平が取れておらず、収納庫が
　ねじれていることが原因と考えられます。収納庫が水平になるよう調整してください。

地面と固定するアンカーボルトなどは
お客様ご自身で適切な物をお買い求めください。

転倒防止のため、必ず転倒防止金具へ市販のワイヤー
又はチェーンを通し、壁などに固定してください。
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※内側からみた図
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J.扉クッション

ローラーの動き
イメージ

この立ち上がり部分は
図のように外側に出して
取り付けて下さい。

この立ち上がり部分は図のように
外側に出して取り付けて下さい。

内側から見た図（左右対象）


